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ド・カンケランさんとの出会いとアンさんの結婚 

 

粟倉輝彦 

 

1979年 10月から 1980年 1月の約 3ヶ月間に

わたる北海道研究職員海外研修制度による海外

研修で、最後の研修先がフランス国立農業研究

所魚類病理研究室であり、ド・カンケランさん

はこの研究室長であった。 

 国立農業研究所はパリのモンパルナス駅から

普通列車で、約 30 分のところにあるチベーバ

ル・グリニオンという町にあった。 

 海外研修の研修先は、当時の北海道大学水産

学部の故木村喬久先生と相談し、1977年にアメ

リカのワシントン州シアトルで開催された「養

殖サケ科魚類の魚病に関する国際シンポジウム」

に招待された魚病研究者が所属する研究機関か

ら選択したが、彼もこのシンポジウムに招待さ

れていた。 

 訪問の最初の日、会うなりに「家内にトラブ

ルがあってホテルに迎えに行けなかった」と謝

られた。後になって分かったが、トラブルとい

うのは、お産を控えていたためであった。彼が

43 才になっての初めてのお産は、小生の滞在 3

日目の 1980年 1月 4日の夜であった。お産の次

の日、土曜日であったので、午後、ベルサイユ

宮殿を案内していただいたが、この時、前日に

無事、女の子を出産したことを聞き、「おめでと

う」というと、「お祝いを言ってくれたのは、貴

方が始めてだ」といわれた。今、思うと彼の大

変な時期にお邪魔し、家にも呼んで頂いて、奥

様のお母様から心のこもったおもてなしを受け

たことになる。 

帰国後、クリスマスカードの交換が続いたが、

3 年目から愛娘、アンさんの写真を必ず同封して

くれるようになった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

30年前の魚類病理研究室のスタッフ（右端：ド・カンケランさん）  
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        ◎彼が送ってくれたアンさんの写真（1983～2001） 

 
                 ＊ 

＊：20才のお祝いに送った扇子とともに撮った写真 
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海外研修から 10 年後の 1990 年 8 月、パリで

「第 7 回国際寄生虫学会議」が開催された。こ

の時、小生はすでに 55 才、家内は 53 才になっ

ていたが、現広島大学教授の長澤和也さんのお

誘いもあって、初めての家内同伴の海外旅行を

した。当然であるが、10年振りにド・カンケラ

ンさん宅を訪れた。 

  

  

   

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この時、愛娘のアンさんは 10 才になっていた（下の写真：前列左から二人目） 
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何年か前に新築された彼の研究室は大変立派

になっていた。 

次の年、1991年 10月に北海道大学水産学部の

故木村喬久先生が主宰する「サケ科魚類の魚病

に関する国際シンポジウム」が札幌で開催され、

ド・カンケランさんも招待されたので、新しく

なった恵庭の庁舎も見ていただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい研究所の実験室で記念撮影 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

懇親会で歓談するド・カンケランさん、家内、高知大学の楠田先生ご夫妻 
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2005 年 8月、クロアチア共和国ルダーボスコ

ビッチ研究所の招きで、ザグレブを訪れること

になったが、この機会にパリに寄り、彼とご家

族にお会いできた。 

アンさんは 25才になっておられ、１日、レン

タカーでパリ市内を案内してくれた。この時、

「結婚される時はお祝いを贈りたいので、知ら

せて欲しい」と伝えておいた。 

2007 年に彼は 27 才になったアンさんの写真

を送ってくれた。 

 

自宅での夕食(左からド・カンケランさん､小生､娘､家内､息子および鈴木さん) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案内してくれたトヨタのレンタカーとアンさん 
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ルーブル美術館の「ナポレオンの戴冠式」の前で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

27才になったアンさん 
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2009 年の 3月、ド・カンケランさんからメー

ルが入り、アンさんの結婚式が 5 月 9 日に行わ

れることを知った。早速、お祝いの品を送った

ら、式の後、写真とお礼のパワーポイントを送

ってくれた。 

 

あとがき 

ド・カンケランさんは、現在も30年前と同じ、

ベルサイユ宮殿に近い、ノイジ・レ・ロイに住

んでおられる。彼は小生より 1 才年下であるの

で、今年、74 才になった。お互いに英語を母国

語としないが、お会いした時のお話もメールの

やりとりも英語である。5年前にレンタカーでパ

リを案内してくれたアンさんも英語が達者であ

った。 

 30年前に初めてパリを訪れた時は、駅の出札

係にも英語が通じるのに時間がかかったが、5

年前には、どこでも英語でコミュニケーション

ができた。この 25年間でフランスは大きく変わ

ったのだと思う。 

 5年前には、彼は愛車のルノーに乗っていたが、

アンさんのレンタカーと同様、マニュアル車で、 

街に駐車していた車の殆どがマニュアル車であ

った。30年前のカナダやアメリカでは、すでに

スポーツカーを除いて、殆どがオートマ車にな

っていたが、日本ではまだマニュアル車が主流

であった。年を経ると変わるものが多いが、国

によっては、なかなか変わらないこともあるよ

うだ。 

 30年前に小生が滞在中に生まれたアンさんが、

昨年、29才で結婚した。彼が毎年、写真を送っ

てくれたお陰で、アンさんの成長を楽しみにし

ていたが、5 年前にレンタカーで、70 才になっ

た小生を一日パリの街を案内してくれた配慮に

は、大変感激した記憶がある。 

 アンさんは、結婚前はド・カンケランさんが

購入したパリ中心部のマンションに住んでおら

れ、5年前には両親もノイジ・レ・ロイから出て

こられて、マンションで夕食をご馳走になった。

その時、話していたが、パリ市内では車を持つ

と駐車場などに経費がかかり、大変なので、必

要な時はレンタカーを利用するそうだ。なお、

アンさんは、文化系の大学を卒業され、フリー

ライターを職業にしており、必要に応じて、外

国に出張することもあると言っていた。 

 仕事の関係で、交流のあった外国人が何人か

いたが、家族を含めて 30年も交流のあったのは

ド・カンケランさんだけである。アンさんのお

陰で、博士との交流が30年続いたことになるが、

この次の楽しみは、お孫さんの写真が送られて

くることであろう。 

2010年 8月 1日  

  （あわくらてるひこ：元場長） 
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追記：彼の 8月 19日付のメールに、アンさん 

に孫娘のアルマさんが 8月 5日に誕生し

た報告と、8月 11日に写した写真が添付

されていた。誕生後 6日目の写真である。

彼は 74才で祖父になったことになるが、

本当に嬉しかったのだと思う。 

 アンさんの写真は 3才から送っていた

だいたが、早速、アルマさんの 3才まで

の写真を要望しようかと思っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2010年 8月 5日に誕生した孫娘、アルマさん

（8月 11 日撮影：ベビー服が魚のアップリケ

で飾られている｡おそらく、彼のプレゼントだ

と思う 

(2010年 8月 23日） 

追記：彼の 2011年 1月 18日のメールにクリス 

マスに写した奥様とアルマさんの写真

が添付されていた。（珍しいことのよう

だが、一緒にベルサイユのマンション近

くに降り積もった雪の写真が添付され

ていた） 

      

クリスマス・ツリーの前のアルマさんと奥様 

 

    

遠くに見えるのがド・カンケランさんのマン

ション 

(2011年 1月 19日) 

追記：2011年 8月 8 日のメールにアルマさんの 

満 1 才の誕生日（8 月 5 日）の写真が添

付されていた。 

    

アンさん、アルマさんと奥様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満 1 才のアルマさん 

(2011年 8月 8 日) 
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追記：2012年 1月 6 日 アルマさんの写真のラ 

ベルが付いたシャンぺンが届く(2011 年

12月 31日に発送)。昨年のクリスマスに

写したアルマさんの写真が同封され、そ

の裏に年賀状が書き込まれていた。 

 

送られてきたアルマさんの写真入りのラベル

が付いたシャンペン(写真裏に書き込まれた

年賀には｢昨年満 1歳の時、作られた｣とある) 

 

2011年のクリスマスに写された写真 

(誕生後 16カ月) 

 

写真の裏に書き込まれた年賀状 

(2012年 1月 6 日) 
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恵庭市柏陽中学校から職場体験学習の生徒を受け入れました！ 

長島正幸 
 
中学生の受入のカリキュラム作成等打合せを行っ

た結果、漁川に遡上するサケの調査時期であったた

め、漁川フィールドワークやサケの脊椎骨計数作業

など調査の一部を体験して貰うことと、体験の結果

をプレゼンテーションすることを新たに取り入れる

ことになりました。 
第 1 日目は、緊張気味に現れた生徒 4 名を、永田

場長を始め、場内職員に紹介し、オリエンテーショ

ンしました。 
会議室において、さけます・内水面水産試験場の

主な業務の説明などを、講義した後、内藤主査が場

内の施設を案内しました。下の写真は、生理実験室

でシジミ受精卵を顕微鏡で観察しているところです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
午後には、音響カメラによる漁川のサケ遡上数調

査などを見学、捉えられた魚影を熱心に見て感動し

た様子でした。＜下の写真＞ 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

第 2 日目は、午前中の 2 時間ほどを試験研究の計

画立案から成果の発表までの過程について、研究成

果発表会の課題を例に説明を行い、次に試験調査を

実施するために必要な準備や採捕許可などの手続に

ついて、講義を行いましたが、あまり好評ではなか

ったようです。 
その後、高津契約職員の指導により、飼育魚の給

餌＜下の写真＞や水槽清掃などの実習を行いました

が、面白いと元気よく動き回っていました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
午後からは、神力主査、安富主査、安藤主任が、

サケの脊椎骨など形質サンプル作製作業の実習を行

いましたが、手際の良い作業に感心していたようで

す。臭いや流血に閉口することもなく、真剣に取り

組んでおりました。＜下の写真＞ 
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最終日には、体験感想のプレゼンテーションを行

うため、午前中は、そのまとめを佐々木主幹と内藤

主査の指導を受けながら、パワーポイントソフトを

使い、プレゼンテーションファイルを作成しました。 
結構、パソコンを使いこなしており、楽しみなが

ら も ス ム ー ズ に 作 業 を し て い ま し た 。               
＜下の写真＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
その後、佐々木主幹の模範プレゼンテーションを

聞き、いよいよ各自が発表することになりました。 

そこに中学校から川向校長先生と瀬尾先生が訪れ、

職場体験に協力頂いた職員も交え、生徒の発表を聞

くことになり、緊張しつつも皆、個性のある表現で

まとめ上げていました。＜下の写真＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
－瀬尾先生：談－ 
「この子達が、ここまで出来ようとは思いません

でした。感心しました。今回のような体験方法があ

ることを知り、大辺勉強になりました。」 
 最後に場内職員と意見交換など交流して終わり

ましたが、短いけれども充実した体験ができたので

はないでしょうか。 
佐々木主幹、内藤主査のほか、職場体験に御協力

頂いた皆様に感謝申し上げます。 
 

（ながしままさゆき：総務部）
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 人事往来  

平成23年12月1日付   

 

さけます・内水面水産試験場内水面資源部    大久保進一  前  さけます・内水面水産試験場道南支場長 

               研究参事  

さけます・内水面水産試験場内水面資源部    坂本博幸   前  さけます・内水面水産試験場道東支場 

              主任研究員                            主査（増殖） 

さけます・内水面水産試験場さけます資源部   藤原 真   前   さけます・内水面水産試験場道北支場 

さけます管理グループ主査（資源計画）                          主査（資源） 

さけます・内水面水産試験場さけます資源部   下田和孝   前   さけます・内水面水産試験場内水面資源部 

さけます管理グループ研究主任                   内水面研究グループ研究主任 

さけます・内水面水産試験場道南支場長     鈴木邦夫   前  さけます・内水面水産試験場道北支場長 

さけます・内水面水産試験場道東支場      春日井潔   前  さけます・内水面水産試験場道東支場 

               主査（増殖）                           研究主任 

さけます・内水面水産試験場道東支場       實吉隼人   前  さけます・内水面水産試験場道北支場 

                研究職員                            研究職員 

 

（平成23年12月1日現在）   
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